
 2016年度 教育改革支援本部 自己点検・評価報告書

基準 １ 理念・目的

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎高等教育機関として大学が追及すべき目
的（建学の精神，教育理念，使命）を踏ま
えて、当該付属機関・委員会の理念・目的
を設定していること。
【約５００字】

  大学の教育理念に基づく教育の質的向上を図るとともに，社会に
有用な人材を育成するための優れた教育改革への取組に対する支
援・推進を目的としていた。
　また，学内規程として目的・設置・任務等を記した「明治大学教
育改革支援本部規程」を，経費支出の運用方法を記した内規として
「教育改革支援・推進経費の運用に関する内規」をそれぞれ制定し
ていた。
　なお，教育改革支援本部は2004年度に設置以来，特色ある大学教
育改革の支援，特に文部科学省の「ＧＰ（Good Practice）」に申請
する事業の審査及び選定といった採択支援を主な任務としてきた。
　昨今，文部科学省では，ＧＰが一定の役割を終えたとし，教育再
生実行会議や中央教育審議会等で提言された政策課題に特化した
（１）革新的・先導的な教育研究プログラムの開発，（２）卓越し
た教育研究拠点の形成，を促進する「大学教育再生戦略推進費（再
推費）」を新設して，従来の学部単位のボトムアップ型ではなく，
学長のリーダーシップの下，全学的に取組むトップダウン型の公募
事業が主流となってきている。

　一方，本学では，文部科学省の公募事業であっても国際や研究に
係る取組み，または文部科学省以外の省庁等の公募事業の申請にあ
たっては，教育改革支援本部が関与しない事業もあり，学内の審査
手続きが不明瞭な実態があった。その他，現在の学内の審議手続き
は，取組機関の会議（教授会または機構会議等），教育改革支援本
部，教務部委員会，学長スタッフ会議，学部長会，常勤理事会，理
事会を経ていた。公募から申請までの期間が短い事業が一般的であ
る中，学内審議が多いことでスピード感を欠いていることも課題と
して挙がっていた。ついては，申請手続きの迅速化及び学長のリー
ダーシップの下に事業を牽引する体制を整えるため，教育改革支援
本部の任務を学長室へ移管し，教育改革支援本部の廃止を提案し，
2016年７月の学部長会および常勤理事会，理事会にて承認された。

（２）付属機関等の理念・目的が，教職員及び学生に周知され社会に公表しているか

a ◎公的な刊行物、ホームページ等によっ
て、教職員・学生、受験生を含む社会一般
に対して､当該大学・学部・研究科の理
念・目的を周知・公表していること
【約１５０字】

　年度始めの教育改革支援本部の会議において，本部員へ「明治大
学教育改革支援本部規程」を配付し，理念・目的の再確認を行って
いた。なお，前述の規程はＭＩＣＳ上で誰でも閲覧可能な状態で公
開していたほか，本学ホームページ（明治大学教育改革の取組）で
も当本部の目的及び設置を公開していた。

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに当た
り、責任主体・組織、権限、手続きを明確
にしているか。また、その検証プロセスを
適切に機能させているか。
【約３００字】

　定期的に教育改革支援本部会議を開催し，「明治大学教育改革支
援本部規程」を確認して理念・目的の適切性について検証してい
た。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目



 2016年度 教育改革支援本部 自己点検・評価報告書

基準 ２ 教育研究組織

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか

a ①教育研究組織の設置状況は理念・目的に
照らし，適切であるか。学術の進展や社会
の要請と教育との適合性について配慮した
ものであるか。

●教育研究組織は，当該大学の理念・目的
を実現するためにふさわしいものである
か。
【約３００字】

  教育改革支援本部を設置し，常時，情報収集や学内取組みの発掘
及び支援に取り組む本部員を本部長指名とすることにより，学内適
任者の能力を集約していた。また，本部長は，教務部長又は副教務
部長のうちから学長が指名することとなっており，教学の方針に沿
う運営となっていた。さらに，全学の意向及び広い研究分野におけ
るチェック体制が働くよう，本部員は全学部・大学院・学長室専門
員から選出するよう調整していた。
　文部科学省より再推費の公募が掲出された際は，本学に適合する
事業内容かを確認した上で，合致するものであれば学内の各機関に
向け，公募を行っていた。そして，申請があった場合は教育改革支
援本部会議で検討し，学部長会へ上程していた。さらに，大学とし
て当該再推費に申請することが承認された際に，採択までの間の財
政支援を教育改革支援本部の予算から行っている点からも理念・目
的に適合していた。

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか

a ●教育研究組織の適切性を検証するにあた
り，責任主体，・組織，権限，手続きを明
確にしているか。
●その検証プロセスを適切に機能させて，
改善に結びつけているか。
【約５００字】

　年度始めの教育改革支援本部会議において，本部員へ「教育改革
支援本部員一覧」を配付し，組織の責任体制を確認していた。ま
た，同会議で配付している「明治大学教育改革支援本部規程」には
本部長，副本部長，本部員の選出方法及び本部会議は本部長が議長
を務めることを規定しており，適切に機能していることを検証して
いた。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 教育改革支援本部 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ２. 教育課程・教育内容

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）教育課程の編成・実施方針に基づき授業科目を開設し体系的に編成しているか
教育の質向上，教育改革支援の取り組み

a 教育改革支援本部の支援事業 　教育改革支援本部は「明治大学教育改革支援本部規程」第２条に
定めるように特色ある大学教育改革の支援等の事業（以下「教育改
革支援事業」という。）に関する次に掲げる任務を行っていた。
(1) 教育改革支援事業の採択に向けての支援
(2) 教育改革支援事業に係る募集，審査，選定，申請等
(3) 教育改革支援事業に係る情報収集及び分析
(4) 教育改革支援事業に係る予算要求及び補助金収入の配分
(5) その他学長が必要と認めた事項

b ◎幅広く深い教養及び総合的な判断力を培
い，豊かな人間性を涵養する教育課程が編
成されていること
【２００字～４００字程度】

該当なし

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）

c ●教育課程の編成実施方針に基づいた教育
課程や教育内容の適切性を明確に示してい
るか。（学生の順次的・体系的な履修への
配慮）
【約４００字】

該当なし

教育改革支援事業の検証プロセスの明確化とその有効性

d ●教育課程の適切性を検証するにあたり，
責任主体・組織，権限，手続を明確にして
いるか。また，その検証プロセスを適切に
機能させ，改善につなげているか

　教育改革支援本部において，大学教育再生戦略推進費（以下，再
推費とする）に係る募集，審査，選定，申請，情報収集及び分析。
再推費に係る予算要求および補助金収入配分を行い，次の業務を遂
行し，再推費に採択されるように申請事業を支援していた。
　また，教育改革支援本部では，「教育改革支援・推進経費の運用
に関する内規 」を定め，教育改革支援事業を補完，育成するための
学内助成制度を実施しており，取組機関からの助成申請により，各
取組が文部科学省に申請するにあたり必要な経費を助成していた
（助成期間は，文部科学省からの補助金交付までの期間とする）。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 教育改革支援本部 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ２. 教育課程・教育内容

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき各課程に相応しい教育を提供しているか
教育目標や教育課程の編成・実施方針に沿った教育内容（何を教えているのか）

a ◎何を教えているのか。どのように教育目
標の実現を図っているのか。
【4００字程度】

該当なし

特色ある教育プログラムの内容とその効果

b ●長所と狙っている効果を簡潔に記述して
ください。
【２００字～４００字程度】

2016年度に応募した事業は次のとおりであり，採択された。

＜採択事業＞
（１）
「ＣＬＭＶの持続可能な都市社会を支える共創的教育システムの創
造」
→文部科学省・平成２８年度　大学の世界展開力強化事業
『アジア諸国等との大学間交流の枠組み強化』のタイプＢ
（ＡＳＥＡＮ地域における大学間交流の推進）

（２）
「Math Everywhere：数理科学する明治大学—モデリングによる現象
の解明—」
→文部科学省の平成28年度私立大学研究ブランディング事業（タイ
プＢ）



 2016年度 教育改革支援本部 自己点検・評価報告書

基準 10 内部質保証

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表
していること
【約４００字】

　教育改革支援本部自己点検・評価委員会は，幹事会会議で活動の
点検及び評価を確認していた。また，自己点検・評価報告書を作成
し，公表していた。

（２）内部質保証システムを適切に機能させているか

a ●自己点検・評価の結果が改革・改善につ
ながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●ＰＤＣＡサイクルを回すための，Ｃｈｅ
ｃｋ（点検・評価）およびＡｃｔｉｏｎ
（改善）の具体的内容・工夫

  教育改革支援本部を定期的に開催し，ＰＤＣＡサイクルを行って
いた。年度計画書には教育改革支援本部の記載はないが，学長の下
に設置している組織であり，本部員には学長室専門員を含め，全学
部の教員が在籍していることから，多角的な意見を取り入れ，改
革・改善につながっていた。
　教育改革支援本部廃止後はこの機能を学長室のもとで引継ぐこと
になっている。

（３）内部質保証システムを適切に機能させているか

a ●ＰＤＣＡサイクルを回すための，Ｃｈｅ
ｃｋ（点検・評価）およびＡｃｔｉｏｎ
（改善）の具体的内容・工夫

＜参考：以下の事項に関して，関連するも
のについて記述する＞
①組織・個人レベルでの自己点検・評価活
動の充実
②教育研究活動のデータベース化の推進
③学外者の意見の反映　など

　年度始めの教育改革支援本部の会議において，同本部の自己点
検・評価報告書（案）を配付し，前年度の取組み内容及び課題につ
いて確認を行っていた。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画


